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町の財政は、町民の皆さんに納めていただいた町税
をはじめ地方交付税、国や県からの負担金・補助金な
どで運営されています。これらの大切な財源は、「住ん
でいてよかった」、「住んでみたい」まちづくりの実現
に向け、医療費の助成、道路整備などに使われました。

歳入は、63億5,307万円で、前年度と比較して 3億
8,640万円、5.7パーセント減少しました。
歳出は、60億3,527万円で、 3 億2,736万円、5.1パ

ーセント減少しました。
歳入の内訳では、地方交付税や繰入金が減少しま

した。また、歳出は総務費が増加し、民生費、消防
費、諸支出金などが減少しました。

決算状況
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主な事業として

地域イントラネット基盤整備事業

1 億419万 2 千円

地域ケーブルテレビ施設整備事業

1 億910万円

道路側溝舗装等新設改良工事 9,527万 5 千円

排水路等新設改良工事 8,901万 5 千円

笠松、松枝、下羽栗小学校の施設等修繕工事

6,208万 3 千円

歳入 63億5,307万円

町税（４０．１％）
２５億４，８８２万円

歳出 60億3,527万円

民生費（２２．６％）
１３億６，４１３万円

消防費（４．９％）
２億９，８２８万円

公債費（４．２％）
２億５，３２３万円

その他（３．６％）
２億１，７１５万円

総務費（１９．５％）
１１億７，４１９万円
総務費（１９．５％）
１１億７，４１９万円土木費

（１９．２％）
１１億６，０４２万円

土木費
（１９．２％）
１１億６，０４２万円

教育費（１３．１％）
７億８，９７０万円
教育費（１３．１％）
７億８，９７０万円

衛生費（１２．９％）
７億７，８１７万円
衛生費（１２．９％）
７億７，８１７万円

地方交付税
（２０．０％）
１２億７，３１５万円

地方交付税
（２０．０％）
１２億７，３１５万円

町債（６．９％）
４億３，５９０万円

繰入金（６．６％）
４億２，１０９万円

繰越金（５．９％）
３億７，６８４万円

県支出金（５．１％）
３億２，２２２万円

国庫支出金（５．０％）
３億１，８２２万円

地方消費税交付金
（２．９％）
１億８，１７３万円

その他（７．５％）
４億７，５１０万円
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歳 入 総 額

歳 出 総 額

形 式 収 支

実 質 収 支

単 年 度 収 支

実質単年度収支

63億5,307万円

60億3,527万円

3億1,780万円

2億6,443万円

△　 8,192万円

△4億3,644万円

平成14年度

町民1人当たり
に換算すると…

●歳入 28万6,833円
●歳出　27万2,485円

形式収支
歳入歳出差引額→歳入総額から歳出総額を単純に差し引いた額

実質収支
歳入歳出差引額（形式収支）から翌年度へ繰越すべき財源を控除した額

単年度収支
当該年度の決算による実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額

実質単年度収支
当該年度に基金の積立、取崩しなど歳入歳出面で措置されなかっ
たとした場合、単年度収支がどのようになったのかをみるもの

実質単年度収支＝実質収支－前年度実質収支＋基金積立額
＋地方債繰上償還額－基金取崩額
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△…マイナス
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